




















マリリンさんは 1 0年生まれで,英国国教会 

































にいる｡ 4人の友人のうち, 3人は ｢サバーブ｣に, 

















































TeD yL dLeH Ⅱ
Ptar















hC ,ベントレーにあるソlbuliegB ten(念日とかは別ですが,友人たちをレストランではな 一 ･クラブ 
く自宅に招きます｡かつてはソーシャル ･クラブや ーシャル ･クラブ)に木曜日の夜に行って,夕食を
レストランによく行きました｡でも,年を取ったの 食べます｡木曜日の夜は 2品の料理とワインが付い
で,ここ数年は,人をレストランに招くよりも家に て 12ドルとなります｡夫はそのあとスロットマシ






























過に 1度,老人ホームにいる母親に会いに行きま ころにある島であるが,ホ-バー トはタスマニア州
す｡会いに行くのは,水曜日のことが多いです｡老 の州都)間のヨットレースにも参加しました｡その
人ホームはマックロード (Ma ,メルボルンのldceo とき,娘は副艇長をしました｡私たちは無線で船を










( ,メルボルンの中心から南東に 5ムまで 1分ほど歩きます｡いい運動です ｡
人ホームには60人ほどが入っています｡老人ホー キロほどのところにある,海岸に面したサバーブ)
ムに 2時間ほどいます｡老人ホームでは老人たちは にあって何よりも雰囲気がいいのです｡





































間に 1度くらい外食をします｡近くにあるベントレ 技)とゴルフをします｡競技シーズンとなったので, 
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la(バリーはローンボールもします｡
グレン･アイラ市に住む高齢女性の暮らしとライフヒストリー  (その 2)
バリーは練習を始めました｡ をもてなします｡私は娘の友人たちと食事を一緒に









































































ません｡でも,目立ったことをして,それを鼻にか にも,多くの知人 itacquanance( )がいます｡アメ























































メールで頻繁に連絡を取 り合っています｡コンピュ c(ド女子中高等学校 
ーターが好きです｡電子メール以外のことも,コン egeCol )です｡そのあと,メルボルンの中心のエ













出してみようと思っています｡店やオークションで のあ と, ビク トリア州教 員組 合 
買うよりもインターネットで買うことが今では多く
なってきました｡ 8も,ずっと両親と一緒に住んでいました｡私が 1





私は 4代目のオース トラリア人です｡カール トン で知 り合いました｡21歳のときに結婚をし,ノー
歳か 20歳のときにパーティー･ライフヒストリー②･
,メルボルンの中心にあるサバーブ)にあtonlcar( スコットのフラットに住みました｡ 1年して子供が

























業主婦となる｡2691 年 (22歳) 帯 I子 専｡








7791 年 73( 歳) 




























































































































だし,自分の関心のある事を調べるだけです｡かつ パ-ウェル ( mb
東に 10キロ ･メー トルのほどのところにあるサバ
erCa wel,メルボルンの中心から








gC ,プロテスタント系の宗h hurcintU in(
火曜日は,娘,ときには妹と昼食を食べるために
外出します｡
派 で あ る組 合 教 会 lUn nofioionatcongrega 水曜日は,グレン･アイラのコミュニティ･イン
フォメイション･センターに行って,ボランティア
として働いています｡いろいろ困難な状況にある
r ,メソジスト教会Me tC ,長老























です｡ 1日に 4時間働いています｡ 6年間,このボ
ランティアの仕事をしています｡この仕事を楽しん
でいます｡
える,知的な女性である｡ 彼女は邸宅といってよい 木曜日は,読書会 roupboo( kg )の会合に出るた
ような清酒な広い家に住んでいる｡ 庭は広く,正門 めに,都心のリトル ･バーク通りにある中華料理店
から家の玄関まで 30メー トルくらいある｡ 庭の手 に行 きます ｡ 私 は もともと成人教育セ ンター 










私は リレー シ ョンシップス ･オース トラリア 
ナルネットワークは, 3人の息子, 1人の娘, 1人 ,結婚についてのカウンセ
の本人の妹, 1人の近隣者, 1人の友人から構成さ リングなどの支援をする団体で,政府に支援を受け
れている｡ このように,パーソナルネットワークは ている)という団体でカウンセラーとして働いてい
近親者が中心である｡ いずれの人も ｢メルボルン｣ ました｡木曜日に,そこを退職した女性たちと会う






①日常生活 ケル教会 -h lcae(ts,Mi sU h hurc
in
itn gC )に行き,















ます｡討論の授業や ｢ニュースと視点｣の授業を取 します｡私には孫が 7人います｡一番上は 18歳で, 
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,U3Aと省略することもある)に行き
グレン･アイラ市に住む高齢女性の暮らしとライフヒストリー  (その 2)
一番下は 3ケ月です｡孫のコンサー トに行 くときは, 談します｡
夕方でも外出します｡ テレビを見ながら,自分で料理をします｡月曜日
土曜日に, 3人の息子と年長の 2人の孫と一緒に の夜が好きです｡月曜日の夜には,テレビでオース
オース トラリアン ･ルールズ ･フッ トボール torynS ,オー
l,ビクトリア州を中心に ストラリア人の伝記を紹介する番組),フォー ･コ




nR sF batoolueiaA ltusra(
おこなわれているオーストラリア独自のフットボー ーナーズ me ,時事問題を追求するドキrsF Cour o(
ル)の試合を見に行きます｡一緒に行く中で,私が ュメンタリー番組),アン ドリュー ･デ ン トン 
















理由から 1人で教会に来る人たちのグループがあり にある町｡近郊にはユアーズ ･ロックなどの観光地
ます｡ミサの後,そうした人たちと昼食を一緒に食 がある)に娘とその家族とで行きました｡娘夫婦は
リス ･スプリングス 
べます｡セント･マイケル教会には牧師のマクナブ バイロン･ベイ ayByro( nB ,ニュー ･サウス ･ウ



















庭の手入れは庭師にやってもらっています｡ 1ケ ウイック ikcItsernw
E
( ,メルボルンの中心から南

















































ありました｡ サーリー ･ヒルズ (surreyHils,メ























































































































































































































































































グレン･アイラ市に住む高齢女性の暮らしとライフヒストリー  (その 2)
特別なことがなくてもいいです｡買い物はコールズ 
(coles,オーストラリアの大手のスーパーマーケッ
ト)でもいいですし,この近くの通りにある商店で
もいいのです｡そこで,ちょっとコーヒーを飲むか
もしれません｡ちょっと外出をしたりすることで
す｡
何もせずに年老いてゆくのではなく,目的を持っ
て生きていると感じていたいと思います｡水曜日に
ボランティアの仕事をするのはそのためです｡その
中に目的があると感じられる活動を探 しています｡
退職をしたときに,コミュニティ･インフォメーシ
ョンのボランティアを始めたり, CAEで哲学の授
業を受講したりしました｡私は哲学の授業が好きで
すが , CAEではそうした授業は開講されず,コン
ピューターの講習のようなものが開かれるようにな
りました｡老人大学では哲学の授業があるので,受
講してみたいと思います｡
子供たちはすべてメルボルンに住んでいます｡小
さい孫たちは広いこの家が好きで,ここによく来て
遊んでゆきます｡でも ,16歳から 18歳の大きい孫
たちは小さい孫たちほど頻繁にはこの家に来ませ
ん｡彼らには自分の人生やスポーツがあります｡そ
れで忙しいのです｡小さい孫たちはこの家に来ると,
ほうきで遊んだり,鉛筆でいろいろ書いたり,この
家にある同じ本を何回も読んだりしています｡この
家は小さな孫たちには合っていて,孫たちはこの家
が大好きです｡大きい孫たちは 4人います｡1 6歳
から 18歳です｡私が彼らを訪問したり,彼らのコ
ンサートに行ったりします｡孫の男の子はときどき
この家に来ます｡一番年上の孫は 18歳の男の子で
す｡彼は, 1人か 2人の友人を連れて毎週土曜日に
この家に来ます｡彼は,クリケットをした後に,そ
の仲間を連れてきます｡この家に来るときは,ミー
トパイを持ってきます｡彼はとても律儀にこの家に
来てくれます｡娘の子供たちはこの家に来ないので,
私が娘の家を訪ねたときに会います｡私は大きい孫
たちと一緒に何かをするといったことはありませ
ん｡
娘はプライトンに,息子はアルバー ト･パーク,
リッチモンド (Richmond,メルボルンの中心から
東-数キロの都心の近くにあるサバーブ),アルフ
ィングトン (Alhntnpigo,メルボルンの中心から北
東へ 6キロのところにあるサバーブ)に住んでいま
す｡子供たちは皆メルボルンにいます｡妹のジャネ
ットはプライトンに住んでいます｡
私は人々との結びつき (relation)に満足を感じ
ます｡人々と話をしたりすることです｡工芸をする
とか絵を描 くといったような,特別な趣味といった
ものは私にはありません｡同じ年齢の人たちと交流
することに満足を覚えます｡友人のマーガレットは
夫を亡くしましたが,他の友人たちの夫はまだ健在
です｡ですから,私がマーガレットに電話をしたり,
彼女が私に電話をかけてきたりします｡彼女が ｢シ
ョッキングだ｣と言ってくると,わたしも ｢とても
ショッキングだ｣などと言って,ぐちり合います｡
私たちは互いに助け合います｡私がマーガレットの
家に行ったり,マーガレットがこの家に来たりもし
ます｡ 
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